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生の息吹、悲喜こもごもに：
Green Knoweシリーズ以外の Lucy M. Boston作品（下）
田中美保子・香川由紀子 *（共訳）
（前号より続く）
Stone outlined the door and windows, and the fireplace was like a 
shallow cave in a cliff face. Between the bare stonework was plaster, 
patched here and there from century to century with varying tints as 
though the walls were covered with very faded maps. When the sunlight, 
rued with leaf play, had turned a wall to peach, the colour was reected 
back onto the opposite side, and from there, by virtue of the wide splay 
of the recesses, relayed to le and right until the room trembled with 
light like a full wine glass, and one forgot that the walls were of fortress 
strength. （179）1
この建物は「古
オールド・ハウス
い家」と呼ばれている。単なる舞台ではない。そこに住
む若き彫刻家コンスタンティンの作業場で、それ自体が生きた立体彫刻その
ものである。同時に、住み込みで家事手伝いをしてきたビディにとっては家
であり、（Green Knoweのトリーを彷彿とさせる）ある晩遅くにたどり着い
たパーシーにとっては終の避難所でもある。
 * 本稿は、前号に続き、Victor Watson著 “Sorrow and Joy in one Breathful: e 
Other Fiction”の後半部分を翻訳したものである。原文は、科学研究費による基
盤研究「Lucy M. Boston研究：音響感覚を切り口として」プロジェクト（2013–
2015）の一環として、研究協力者の Victor Watson氏に依頼し、書き起こされた
論文である。（同研究の同名研究報告書 pp. 37–61に所収。）
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到着の場面（183頁以下）はここに引用することは不可能な長さである
―少女の内気さと恥じらい、彼女を怯えさせまいとするコンスタンティン
の熱い想い、半ば一人の孤独な男として、半ば芸術家的審美眼で彼女を見つ
める彫刻家としての、秘めた性の喜び。それでいて彼女のことをギリシャの
古典的芸術作品としてしか見ることができず、その性的魅力に対してさえ彼
は麻痺してしまう。
. . . As Persephone stood there, the light enclosed her, playing over the 
goblet cheeks and pedestal throat both directly and by reection, so that 
her face in the round was as gliding as it was solid. （192）1
. . . He became merciless towards her, sitting there, and at the same time 
passionately aware of her, with a projection of himself onto the elusive 
uniqueness of her face, as if his being depended on it. （194）1
. . . For him, Persephone’s face was the dominating factor. Perfect as her 
body quite obviously was, without her face it was uninterpreted, so 
lessened in meaning as to be dreaded. （201）1
en there was a little characteristic pose she slipped into again and 
again when she did not know he was looking at her̶a darling position 
with an expression of rapt tenderness. He had seen it with awe and fear 
many times, attributing it only to something or someone not known to 
him. （218）1
コンスタンティンがペルセポネに「圧倒的に魅了されている要素は顔」であ
る。「高付き杯のような頰とそれを支える首」、彼女がなにげなく見せる、彼
にとっては未知の「うっとり夢見るような愛らしい表情」を「何度となく畏
―203―
怖や恐怖を抱きつつ」見ているありさまである。
彼女の特徴はデッサンにも彫刻にも充分に捉え難く、さらにコンスタン
ティンは彼女自身のことを尋ねようとすると、自分が口ごもってしまうこと
に気づく。芸術家としても男としても、嫉妬と欲求不満がつのって彼は病ん
でいく。ついにある日、ペルセポネの妊娠を知ることになるが、彼女の方は
「彼が当然知っていると思っていたかのように、全く動じる様子もない」
（‘showing no embarrassment, as if she had always assumed he knew.’ （225）1）。
この事実を知ったことで彼の感覚的麻痺はひどくなり、創作も行き詰まる。
しかしとうとう、言葉がほとばしり出て、お腹の子の父親はだれなのか尋
ねる。
“I don’t have to tell anyone his name. I knew him when I was a 
child, and we met again in the hospital. He was very important to me.”
. . . “You loved him?”
“Yes. But he didn’t love me. He only needed me. at’s not the same 
thing. When we both le the hospital I went with him to help him. You 
see, he wasn’t at all the same aerwards as he was before his breakdown.”
（228–9）1
ペルセポネは「病院で再会した子どもの頃からの知り合い」であること以上
は語らない。
初めはペルセポネが、そして今やコンスタンティンも、宇宙のある時と場
に、いかに喜びをもって非の打ちどころなく存在し得るのか、実存的に超越
的に理解しようともがき続けてきた。
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. . . And then suddenly pressed home like reality when one comes out 
from an anaesthetic, the greater marvel that here was this unique room 
NOW, with Persephone herself sitting there, inspiring in him a love as 
great as any legendary one, since to him none of these could have 
exceeded the greatest he could imagine. All this surged over him in a 
moment . . . （231）1
ある時、とつぜん、コンスタティンは「目の前にいるペルセポネこそが、
かつて想像しえなかったほど大きな『愛』を喚起する存在にほかならない」
ことを明確な実感とともに悟るのである。
このような理解に達したにもかかわらず、二人が最終的に結ばれるのは先
延ばしにされる。この部分は著者の誤審で、予期せぬ障害である。というの
も、緩やかな締めくくりをまとめるにあたり Bostonが用意したのは、ペル
セポネが上流階級の血を引く私生児であることが明かされるという筋書き
で、そのせいで、ペルセポネの思考の純粋さ、精神の高潔さ、冷静な上品
さ、誠実さ、そして肢体の美しささえも、「血統」によるものであることを
暗示することになってしまったからだ。感覚や思考が上流階級のものである
という考え方はかつて 1930年代には往々にしてとり上げられていた（D. H. 
ロレンスはこれに共感的であった）。しかしこの少女自身が持つ本質や性格
に惹きつけられ共感してきた読者にとって、Persephone Harcourt-Lovelと
George Harcourt-Lovel卿の血を引くからこそ彼女は彼女なのだと後から仄
めかされることは蛇足であるとしか言いようがない （239）1。
ペルセポネは（ジェフの）子を流産し、死の淵をさまよう。しかし快復し
た彼女を、物語の最終節でコンスタンティンは、喜びとありったけの力をこ
めて両腕に受け止め、抱きしめる。彼女は、「彼の心臓がはずみ車のように
連続して早く打っているのを感じる」（‘where she could feel heart racing in a 
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continuous thrust like a wheel.’（249）1）。この小説の着想は―少なくとも
部分的には―恋愛小説にもうまくなり得ている。（もし彼女がまったくの
田舎の貧しい労働者階級の出であったら、彼が結婚したかどうかは定かでは
ないが）。
Persephoneで Bostonは異端の、自然界に対して開放的な 15歳の少女を
創作し、彼女を「試し」た。彼女の高潔さや完全さが、思春期の性の傷、宗
教的探究、身分の賎しさと裏切り、そして何より困難なもの―他人からの
信頼など―を通して、いかに守り通されうるのか、と。
Persephoneの最も興味深い側面は哲学的な探求である。それは Green 
Knoweシリーズ、とりわけ最終巻のe Stones of Green Knowe （1976） （『グ
リーン・ノウの石』）訳 1と、疑問と創造の源を一にしている。Persephoneは、
Bostonがおとな向けの小説の形を用いて若者の問題―愛、芸術、性のモラ
ル、個人の良心―を追究したものである。e Stones of Green Knoweは、
児童文学の形を用いて、こののち彼女のすべての小説に待ち受ける重いおと
なの問題―時、衰退、死―に迫っている（別稿 “A Very Old Wonderful 
Silence”を参照）。
＊　＊　＊
後に、Lucy Bostonは他の物語にとりかかった。その最初のものが幼年向
けに書かれ、Margery Gillが挿絵を付したe Castle of Yew （1965）（『みど
りの魔法の城』）訳 2である。この作品では断固として、偽りを排除している。
挿絵の一つはヘミングフォードのマナ・ハウス（12）2を明確に映し出し、
そこに住む「小柄な老婦人」は著者自身を彷彿とさせる。ジョセフは探検に
誘われるが、庭に危険なものがあるかと問うと、老婦人は「まあ、まわっ
て、たしかめてみなさいな」（21）訳 2（‘Go on with you.’）（17）2とだけ答える。
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ジョセフは幾度も恐れを感じる。彼はたちまち小さくなり、自分が庭の地
面と同じ高さの魔法の世界にいるのに気づく。城の中に入ると、自分がイチ
イの木の内側にいるのがわかり、うれしくなって「ぼくのもの」（36）訳 2と
いう歌（‘a song of ownership’）（29）2を歌う。しかし彼はすぐに城の持ち主
は他の候補者たちから挑戦を受けることを知る。その一人がロビンという少
年である。
親しくはなったがライバルでもある二人は、まずアカライチョウの侵入に
直面し、花火に火をつけて撃退、その後、カエル、猫、泥棒リス、しまいに
は犬に、立ち向かうことになる。
詩の簡潔さにも似た、この短い物語の最後で、二人の少年は元の大きさに
戻り、この庭にまたいつか来るかもしれない、と、ふと言う。この物語に
は、作家がよく安心させようと入れる言葉の気配すらない。また、ジョセフ
が完璧に安全だとはどこにも示唆されない。なんと言っても「これはごっこ
遊びなのだ」から。彼らの冒険に対する不安は一貫して持続する。
これは、Lucy Bostonが二人の初対面の幼い少年を見守り、いきあたり
ばったりの子どもの遊びの成り行きを余すところなく捉えたものなのだと思
わずにはいられない。
＊　＊　＊
e Castle of Yewは、じりじりするような刺激を呼び起こすにもかかわら
ず、物語自体は素描体で構成もゆるやかである。これに対し、e Sea Egg 
（1967） （『海のたまご』）訳 3―e Castle of Yewの 2年後に出版―は著し
く異なり、物語としてよりしっかりしている。Lucy Bostonの他の作品とも
異なり、老婦人の住む古い庭内の古い館が舞台に据えられてもいない。
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この物語は海辺を舞台に、父親と母親と二人の息子、トビーとジョー一家
のある夏の休暇を描いたものである。この両親は、想像力豊かで理解があ
り、子どもたちの背中を押す。心配のあまり怒るときは別として。
海のたまごとは、完璧な卵形に磨かれた海からやってきた石のことであ
る。少年たちはすぐに夢中になり、手に入れ、安全なところにそれを隠す
が、戻ってみると、そのたまごから人魚の男の子（トリトン）がかえってい
る。ここにも魔法が存在するかどうかということに対して姑息な否定などな
い。だれもがトリトンなど存在しえないことを知っているのだから―まさ
にそこに存在するこの一人を除いては！　ここでもまた、こうした些細なでき
事においてさえ、Lucy Bostonはあり得ない矛盾を読者に突きつけている。
二人の少年は大きな危険を冒して海岸線を探検する。e Castle of Yewの
ジョセフと同様、トビーとジョーは自分たちが危機に直面していることを知
る。はらはらするエピソード―引用するには長すぎるが―が描かれる。
その場面では、少年たちは子アザラシと友だちになり一緒に海で遊ぶのであ
る（63–5）4。
この物語には庭も、イチイの木も、古い石壁も登場しない。Lucy Boston
は豊かな表現力を海の描写に発揮する。例えば、穏やかな夕潮は次のように
描かれる。
The enormous vermilion sun was dropping towards the sea, its 
reected glow making a blazing path across the water to the very beach, 
where the last ripple was spangled with garnets.
Otherwise the sea was periwinkle purple, spilling and whispering, 
and sidling with an easy going prattle of foam round the steeper rocks. 
（66）4
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「大きな朱色の太陽」の「光は、浜辺にまでつづく、かがやく光の道を水
面につけてい」き、「暗紅色に光るさざなみがうち寄せる」海は、「ツルニチ
ソウのようなむらさき色となり（中略）、ささやきかけ」る。（127）訳 3
だが夜が訪れると、少年たちは海が神秘に満ちていることを知る。
e boys went homewards full of the feeling that the sky, the sea and 
the land were more than they seemed to be, and perhaps even quite 
dierent. ey wound their way down among the rocks like prehistoric 
boys homing before the approach of the great goddess Night. Already 
the evening star was visible. （67）4
二人は「空も海も陸も、ほんとうは見かけとはまったくちがうものなのだと
強く感じ」る。そして「偉大な夜の女神が近づいてくるまえに」、家を目指
して帰っていく（129）訳 3。
日が暮れて彼らが眠ると、海はさらに見知らぬ顔を見せる。輝く月の下、「く
らべるもののないほど大きな銀と青の床」（133）訳 3（‘a creamy silver-blue oor 
bigger than anyone could think.’）（68）4をどこまでも拡げるのである。少年たち
は寝室の窓から抜け出して海岸へ向かい、パジャマを脱ぎ捨てて海の中に入り、
「月明りが描く道」をたどっていく。
In this shining pathway there was neither time nor distance, not any 
feeling that this was as far as they dared to go, for it went to the moon, 
and that is outside calculation. . . .
. . .ey passed through shoals of small sh, whose tiny tail icks tickled 
their bodies. It felt like swimming in soda water. （70）4
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ピーター・ボストンの最も丹精こめた
挿絵の一つが、少年たちが海岸でパ
ジャマを脱ぎ捨てる場面に添えられて
いる。5
沖には島があり、その海の洞窟で、
彼らは再びアザラシの群れのただ中に
君臨しているトリトンを見つける。洞
窟の奥へは、危険な水底のトンネルを
泳いで行かねばならない。しまいに彼
らはトロール船に救助されることにな
る。嵐による高潮のせいで、少年たち
と両親は借りていた海辺のコテージか
らもっと内陸のホテルへと追いやられ
てしまうところで物語は終わる。
Lucy Bostonが心を砕くのは、登場人物たちの恐れの克服や人としての成
長を表現することではない（それは当時の児童文学作家の間では甚大な義務
であったし、今でもそうであるが）。彼女の関心は、いかに子どもたちが宗
教を離れた素朴な純真さと信条を持っているかを描くことにある。その一つ
は、子どもたちが宇宙の森羅万象に寄せる危険なほどの信頼である。信頼の
あるところには常に危険がつきまとうのだ。
＊　＊　＊
Green Knoweシリーズ以外の Bostonの著書の中で、実は、私は Nothing 
Said（1971）（『リビイが見た木の妖精』）訳 4が最も気に入っている。この物
語に綿密に練った論理的思考でアプローチするのはふさわしくない。ここに
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「メッセージ」はない。「主張」として
片付けられるものもなく、もちろん教
訓に近いものすらみじんもない。タイ
トルのとおり、心を揺さぶる魔法に満
ちたこの物語の中では「何も語られな
い」（‘nothing said’）のだ。
この作品では、物語の要素が、詩の
一節、絵の一部のように組み合わされ
ている。少女、理解あるおとな、古い
館、川と木のある庭が描かれる。巧み
な犬の描写は、イギリス児童文学随一
と言えるほどだ。これらの要素を組み
合わせ、そっと控えめに記述すると立
ち現れるものがある。夏の庭を上方ま
でやさしく浸し、その姿を変えさせ、二つに映して見せる洪水。水の中に裸
で座る少女。そして、ついには嵐がきて強風が吹き、木を無残にも倒してし
まう様（そこは木や水の精の家だったかもしれないのに）。
Libby felt the wind hit the back of her neck, and the tree seemed to 
throw up its arms with what can only be thought of as a scream; the 
branches swayed wildly and clashed together, the ground heaved, and 
the tree fell backward like someone pushed o a pier. It hit the water 
with a gigantic smack, sending a tidal wave both up and downstream 
while the sky rained with the splash. en some of its drowned arms 
sprang up out of the river throwing water around. Instantly the river, half 
dammed, began snarling and foaming among the branches, tearing o 
the leaves and roaring its frustration. Broken boughs went sailing off 
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downstream or lodged themselves against the trunk and made the 
blockage worse. The roots stuck up vertically like the spokes of a 
cartwheel, half the footpath clinging to them. . .
Libby had gone white and her fingers were spread out still with 
excitement. （50）6
その夜リビイは目を覚まし（あるいは夢うつつで）、家をなくした木の精
（‘dryad’）が部屋で泣いているのを見る。「つめたい、ふるえる肌と、肩にか
かるふさふさとした髪の毛」の「床の上にうずくまっている少女のすがた」
（110–111）訳 4（‘a girl huddled on the ground’ with ‘cool tremulous skin and 
heavy hair sliding over shoulders’（52））6を。
タイトルに反して、登場人物たちは言葉を交わす。しかし注意深く、控え
めである。魔法がかったその夜にリビイが木の精の髪を梳いてやった翌朝、
ジューリアはブラシに緑色の毛がついているのに気づく。
［She］ saw on it a long dark-green hair. She slid it through her 
ngers thoughtfully, and said nothing.
At breakfast, in the presence of a large unknown man, Libby 
thought that perhaps saying nothing was the right way. Certainly it was 
the easiest. （54）6（イタリック体著者。以下同断）
この見知らぬ男は「ねえさんが、あなたは幸運な子だっていってるよ。」 
（116）訳 4（“My sister tells me that you are one of the lucky ones.” （54））6と言う。
Libby was startled, in case he might be referring to what they were 
not talking about. She looked at him anxiously, but decided she might 
trust him with a careful question or two. （55）6
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けれども「長い、深緑の毛」を「指のあいだにすべらせてしらべ」たジュー
リアもリビイも「なにもいわない」（115）訳 4。
家に戻り、母親に滞在について聞かせてほしいと言われても、リビイは説
明できないことに気づく。
“ere was a dog called Cobweb,” she nally got out, as if that meant 
everything. But all the rest had become private. （58）6
他に何が言えようか。
＊　＊　＊
Lucy Bostonの子ども向け短編小説の最後は、e Guardians of the House
（1974）（『ふしぎな家の番人たち』）訳 5とe Fossil Snake（1975）（『よみが
えった化石ヘビ』）訳 6で締めくくろう。前者は難しくて悩ましい物語だ。
Bostonの幼年向け読み物には常に恐怖の要素があるものの、たいていは簡
潔で距離を置いた書き方である。ところがこの物語では、子どもがあらゆる
危険を覚悟して向き合わねばならない恐怖が突きつけられる。
トム・モーガンはそうした子どもの一人である。幽霊が出るという噂の古
い館に魅せられ、忍び込むことに決める。館内に入った彼がそこらじゅうに
見たものは「顔」―様々な時代と文化に象られた彫刻の顔で、愛嬌がある
が、険しくて、威嚇的で、魅惑的な―だが、いくぶん気味が悪い。それら
のほとんどの顔は、読者が目を凝らせば、ピーター・ボストンの挿し絵の中
に見つけることができる。
恐怖のクライマックスは水面下でトムが石像の頭を自分のものにしようとす
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る瞬間に起きる。その描写は、Lucy Bostonの他のどの作品とも異質である。
. . . Swarms of little shes darted out from its shadows and surrounded 
him, worse than a cloud of ies. ey were nibbling with bristle teeth at 
his face and neck and arms and the back of his knees, and worse, they 
sucked. He could not brush them o while he was clutching the head. He 
shrugged and kicked and rubbed his legs together, but the sh were as 
uid as water. In panic he remembered reading that shes pick a man’s 
bones as clean as vultures do, though taking a long time over it. The 
sensation on his esh was revolting and his fright like a madness. He 
could not scream lest they get in his mouth and had to keep his eyes shut 
to protect his eyeballs. With his shoulders hunched to cover his ears and 
shes swarming round his bare arms like sleeves, he managed somehow 
to lay the head back on the window ledge before he collapsed in a huddle 
on the oor, his head in his arms, half sobbing. （35–7）7
これはほとんどホラー小説だ。尖った歯をむき出した「（小さな）魚たちは
いっせいにおこった歯をむき出して、トムの顔や首や腕やひざの裏側をつつ
き、なお悪いことに、血をす」う （64）訳 5始末で、「口をあけると魚がはいっ
てきそうなので、さけぶことはできなかったし、目を守るために、まぶたも
ぎゅっととじたままでいるほかな」い（66）訳 5トムの恐怖が身体化して実感
される。作者のしっかり抑制のきいた容赦ない言葉で「演じられている」と
言ってもよいほどである。このように怖い目にあったにもかかわらず、トム
はその後も館に戻りたがっている自分を認識する。 「でも、（中略）しのび
こみたいわけじゃない。ぼくがぼくらしくいられる場所だから、もどってい
きたいだけなんだ」（104）訳 5（‘But I don’t want to be an intruder. I want to 
belong there.’）（51）7、とトムは思ったのだ。
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e Fossil Snakeもまた、強固な独立心と危険をいとわない想像力を持つ
少年が主人公であるが、e Guardians of the Houseとは非常に趣の異なる
物語である。
内容は非常に単純だ。ロブは何百万年も前の蛇の化石を見つける。嬉しい
ことに、それは命を吹き返し、大きくなって、ロブのベッドで眠り、彼の奏
でるたて笛で目覚めさえする。しかし蛇を人に知られることなく飼っておく
ことはできない。急激に大きくなっている蛇となればなおさらである。危険
だと言う人もいる。商業価値のために欲しがる人もいる。研究のために剥製
にし、分析し、保存しようと言う人もいる。しかしロブはそれを生かしてお
きたい。安全に匿える場所を見つけねばならない。教会に匿ってみても無駄
であった。その後、彼は丘の上の秘密の場所を思い出す。太陽をいっぱいに
浴びる平らな岩のそばに狭い隙間があり、それはおそらく地下の川へと続い
ている。そこに蛇は放たれる。
. . . en ［Rob］ lay at on the rock in the sun to rest while Ra coiled 
beside him, keeping his head raised as if on sentry duty, with the tops of 
trees below him all round.
彼は自分の傍でとぐろを巻いている蛇のラーに説明しようと話しかける。そ
して―
ey did a melancholy goodbye dance together. en as Rob put his 
recorder under his pullover, Ra subsided with that wonderful liquid 
smoothness that was all muscle, and slid away into his cave. When the 
last zigzag of the tail withdrew out of sight, Rob turned with tears and 
began to stumble down through the wood and so homeward, where no 
gorgeous secret would ever again be waiting in his room. （48）8
―215―
「ロブとラーはいっしょに、かなしいわかれのダンスをし」（191）訳 6て、
涙ながらに別れる。
しかし、これで終わりではない。晩春の寒い夜、ロブはラーが自分のベッ
ドに戻っているのを見つけるのだ。その後も彼は、もしかしてという思いで
度々笛を吹く。「あるときは牧草の畑にさざ波が走って」、また「干し草の山
の中からやってきてあるときは（中略）干し草の山から」（194）訳 6（‘and 
sometimes a ripple would run through a eld of hay’ or ‘out of the middle of 
haystack’）（51）8、ラーが現れるかもしれないから。物語は、夏至の満月の
夜の幻想的な魔法の情景で幕を閉じる。
e garden was full of a strange milky light. . . It looked like something 
he was dreaming. Where the house or a tree threw a shadow, it did not 
look like the ow of light merely interrupted by some known thing, it 
looked like black night showing through the thin crust of a dream. is 
surely was fairy land.（48）8
ロブは月明かりの中ラーに会いに出かけ、ラーがねぐらにいるのを見つけ
る。
e two of them had a ritual to perform, and this was surely the 
place and the time for it. The notes of the recorder sounded like the 
horns of Eland as they travelled out across the ood of unearthly light 
in which Ra’s burnished scales as he moved backwards and forwards 
glittered like phosphorescence on the crest of a smooth swell. Rob, 
ecstatically swaying too, as he piped, realized in his heart with more 
pride than regret that this would be their last dance. Ra had become too 
big for him, too awe-inspiring, too much akin to this overwhelming 
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moonlight. It was as if he had gone back to his own time, when the 
moon was so much bigger and brighter than it is now. （53）8
大きく立派になったラーは神々しく、あたかも「むかし生きていた時代にも
どったよう」である。「月がいまよりずっと大きく、もっと明るくかがやい
ていた時代」（201）訳 6に。
＊　＊　＊
Lucy Bostonの児童文学作品における「テーマ」を語るのは適切ではない
し、整然と学術的になり過ぎてしまうだろう。Bostonの言葉には、感情を
揺さぶる軽快な語り口からは想像できない構造の堅実さと確固たる意志が垣
間見える。しかし、これらの物語には時と時の意味への関心があるというこ
とは言い得る。加えて、この数千年に文明化した世界が失ってしまった圧倒
的な脅威や畏怖への哀惜の念もある。そして、そのような世界がもつ光輝と
恐しさは、たとえ不完全で束の間であっても、想像力によって取り戻せるの
だという信念がある―とりわけ多感で感受性の強い子どもの想像力をもっ
てすれば。
これらの作品を経た段階で、Lucy Bostonが Green Knoweシリーズに立
ち返り、1976年にシリーズ仕上げの作品e Stones of Green Knowe（『グ
リーン・ノウの石』）を書いたのも当然のことであったと思われる。この作
品は時の神秘と悲しみを包み隠さず訴えているのだから。それを含め、グ
リーン・ノウ・シリーズ全体については、拙稿 “A Very Old Wonderful 
Silence”9で検討している。
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